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1. はじめに 

近年，チューナブルウィルキンソン電力分配器の研究が

盛んである．一例として，直列・並列バラクタダイオードを結

合 2 線路に装荷した構造がある[1]．しかし，結合度の調整

が必要な結合線路を用いた構造でのみ実現されており，非

結合線路による実現例はない．そこで本報告では，非結合

2 線路を用いたチューナブル電力分配器を提案し，設計試

作によりその実現可能性を検討する． 

 

2. 提案チューナブル電力分配器の構造 

図 1に，特性インピーダンス Z1，Z2，電気長1，2の非結

合 2 線路と，直列・並列にそれぞれ容量値 Cs，Cpのバラク

タダイオードを装荷したチューナブル電力分配器の等価回

路を示す．次に，図 2にその等価回路を実現する構造を示

す．チューナブル電力分配器はバラクタダイオード Cs，Cp

の容量値を変化させることで，動作周波数を変化させること

ができる．  

 

3. 設計試作と実験による検証 

上記の構造について設計及び測定評価を行う．バラクタ

ダイオード及び非結合線路部分のABCDパラメータを算出

し，変成器としての条件を与えることで動作周波数に要求さ

れる Cs，Cpの式が求まる．図 3 に Z1=75, Z2=55，1＝

13.3(deg)，2=26.7(deg)，fref =1GHzの場合の Cs，Cp特性を

示す．ここで，fn(=f0/fref)は frefに対する規格化された動作周

波数を表す．次に上記パラメータで設計試作した分配器の

写真を図 4 に示す．図 3 を基に Cs，Cpを変化させたときの

測定結果を図5に示す．図5より測定結果は電磁界解析結

果と良好に一致しており， 非結合 2線路を用いたチューナ

ブル電力分配器の動作を実験的に確認できた． 

 

4. まとめ 

 非結合 2 線路を用いたチューナブル電力分配器を提案

し，実験的に周波数可変特性が確かめられた． 
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図 2 マイクロストリップ

チューナブル分配器の構造 
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図 3 中心周波数に要求 

される容量値 Cs，Cp 

図 4 試作したチューナブ

ル電力分配器の写真 
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図 5 測定結果と電磁界解析の比較 (a) S11, (b) S22, 

(c) S22, (d) S23 
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図１ チューナブル電力

分配器の等価回路 
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